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ルカに因る聖福音

第一章

一 我（われ）
等（ら）の
中（うち）に
明（あきらか）に
知（し）られたる
事（こと）、二 
即（すなはち）
始（はじめ）より
言（ことば）の
實（じっ）
見（けん）
者（しゃ）
及（およ）び
役（えき）
者（しゃ）たりし
者（もの）が
我（われ）
等（ら）に
傳（つた）へたる
事（こと）に
就（つ）きて、
多（おほ）くの
者（もの）が
手（て）を
擧（あ）げて
傳（でん）
記（き）を
作（つく）るに
因（よ）り、三
尊憲（そんけん）なるフェオフィルよ、
我（われ）も
凡（およそ）の
事（こと）を
始（はじめ）より
審（つまびらか）に
推（お）し
原（たづ）ね、
次（し）
第（だい）を
以（もっ）て
爾（なんぢ）の
爲（ため）に
書（しる）さんことの
思（おもひ）を
起（おこ）せり、四
爾（なんぢ）が
學（まな）びたる
敎（をしへ）の
堅（かた）き
基（もとゐ）を
知（し）らん
爲（ため）なり。五イウデヤの
王（わう）イロドの
時（とき）、アワィヤの
班（はん）に
屬（ぞく）する
司（し）
祭（さい）にザハリヤと
名（な）づくる
者（もの）あり、
其（その）
妻（つま）はアアロンの
裔（すゑ）にして、
名（な）をエリサワェタと
云（い）ふ。六
二人（ふたり）ながら
神（かみ）の
前（まへ）に
義（ぎ）なる
者（もの）にして、
主（しゅ）の
一切（いっさい）の
誡（かい）
命（めい）
禮（れい）
儀（ぎ）を
虧（か）くるなく
行（おこな）へり。七
彼（かれ）
等（ら）に
子（こ）なかりき、エリサワェタは
妊（はら）まざる
者（もの）たりし
故（ゆゑ）なり、
二人（ふたり）
共（とも）に
年（とし）
已（すで）に
老（お）いたり。八ザハリヤが
其（その）
班（はん）の
次（まはり）に
依（よ）りて、
司（し）
祭（さい）の
職（しょく）を
神（かみ）の
前（まへ）に
行（おこな）ふに
値（あた）りて、九
司（し）
祭（さい）の
例（れい）に
循（したが）ひ、
籤（くじ）を
掣（ひ）きて、
主（しゅ）の
殿（でん）に
入（い）りて、
香（かう）を
焚（た）くを
得（え）たり。一〇
香（かう）を
焚（た）く
時（とき）、
衆（しゅう）
民（みん）
外（そと）に
在（あ）りて
禱（いの）れり。一一
主（しゅ）の
天（てん）
使（し）ザハリヤに
現（あらは）れて、
香（かう）
壇（だん）の
右（みぎ）に
立（た）てり。一二ザハリヤ
之（これ）を
見（み）て、
驚（おどろ）き
且（かつ）
懼（おそ）れたり。一三
天（てん）
使（し）
彼（かれ）に
謂（い）へり、ザハリヤ
懼（おそ）るる
勿（なか）れ、
蓋（けだし）
爾（なんぢ）の
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